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タイプライタ
離縁

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
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治
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００８２

治
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治
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治
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３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
タナカ　ユウコ

治
タイプライタ
３０

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
無職

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
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治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ
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治
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６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
会社員
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治
タイプライタ
申立人と相手方とは、離縁するとの調停を求める。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日養子縁組をした。
２　相手方は、申立人の姉の子であり、養子縁組届出当時は申立人のことを
母親として過ごしてきましたが、平成＊＊年頃から勤務先の会社で失敗をし
て仕事をさぼりがちとなり、申立人に辛く当たるようになり、小遣いをせび
るようになりました。
３　申立人が相手方に対し、真面目に仕事に行くよう言ったところ、相手方
は今まで聞いた事のないような暴言を吐き、殴る蹴るの暴力を振るうように
なりました。
４　申立人は、相手方のこの態度には耐え難く、縁組の解消を申し入れたが
、相手方は＊＊＊万円出したら応じてもよいと言っている。申立人としては
、そんなお金を支払いたくないので、離縁の申立をする。




